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中央区国民健康保険運営協議会
記録作成年月日
記録作成者

令和7年2月20日
和田　昌幸

委
員
名

区　側

事務局

６　会長が会議の公開・傍聴等について事務局に確認

７　議長が荒木委員、佐々木委員を会議録署名委員に指名

８　区長から国民健康保険料率の改定等について諮問

９　保険年金課長が今回の諮問内容について説明

10　審議

11　諮問内容を適正なものと決定

12　保険年金課長が報告事項について説明

13　報告事項についての質疑

14　事務局　答申(写)作成・各委員に配布

15　答申を決定

５　議長が協議会の成立を宣言

15　議長から区長へ諮問に対する答申

16　議長が閉会の挨拶

配付資料

　・令和６年度第１回中央区国民健康保険運営協議会次第
　・諮問（写）
　・令和７年度国民健康保険料率等の算定について
　・中央区国民健康保険第１期データヘルス計画　令和５年度保健事業実施報告
　・中央区特定健康診査等実施計画（第３期）令和５年度実施報告
　・マイナ保険証の利用について
　・子ども・子育て支援金制度について
　・委員名簿
　・座席表
　・中央区国民健康保険運営協議会規則

会議次第

１　開会　　　　　　　　　　　　２　区長挨拶　　　　　　　３　委員紹介
４　会議録署名委員の決定　　　　５　諮問　　　　　　　　　６　議事
７　報告事項　　　　　　　　　　８  答申文決定　　　　　　９　答申
10　区長挨拶　　　　　　　  　　11　閉会

審議・検討
の経過

１　保険年金課長が開会

２　保険年金課長が新委員を紹介

３　瓜生会長が議長として会議進行

４　保険年金課長が出席委員数を報告

出
席
者

鈴木康介、荒木豊美、横山彦枝、木皿儀孝子、関屋衣江、柳瀬佳子、竹内聡美、
寺田香織、清水誠治、渋谷泰史、石島秀起、瓜生正高、塚田秀伸、原田賢一、矢作祥子、
西村昇、髙橋伸治、滝浪誠、桜井康弘、高平猛、佐々木功

区長、福祉保健部長、保険年金課長

管理係長、資格係長、給付係長、収納係長、収納推進担当係長、保険年金課職員３名

傍聴者 なし

会　　議　　記　　録

会議名称

開催日時 令和7年2月20日（木）午前9時30分～10時30分

開催場所 中央区役所　８階　大会議室



（乙）

瓜生議長
　ご異議ないものと認め本諮問内容のとおり決定します。つきましては､ただ今から答申
案を作成します。その間、報告事項について事務局から報告願います。

各　委　員 （質疑なし）

瓜生議長
　ご質問等もないようでございます。特に反対のご意見はございませんでしたので、本協
議会としては、諮問のとおり答申したいと存じますが、ご異議ございませんか。

各　委　員 　異議なし。

瓜生議長
　諮問のあった「中央区国民健康保険料率の改定等について」を議題とします。まず、事
務局から説明願います。

保険年金課長   [資料により今回の諮問内容について説明]

瓜生議長 　諮問内容について、ご質問はございませんか。

保険年金課長  〔諮問文朗読〕

区　　長  〔諮問手交〕

 〔議長着席〕〔区長退席〕

各　委　員 　異議なし。

瓜生議長
　それでは、荒木委員、佐々木委員にお願いします。
　次に、区長から本協議会への諮問を受けることとします。

区　　長 　運営協議会規則第２条の規定により、貴会の意見を伺います。

瓜生議長

　ただいまの報告どおり、出席委員数は２１名であり、運営協議会規則に規定する委員定
数の２分の１以上、かつ、条例第２条各号に規定する委員が１名以上出席しているため本
協議会は成立しています。
　次に傍聴について。本日は傍聴の希望はございますか。

保険年金課長 　本日は傍聴の希望はいらっしゃいません。

瓜生議長
　次に、運営協議会規則により、本協議会の会議録署名委員２名を選任しなければならな
いので、私から指名することでご異議ございませんか。

保険年金課長
　本運営協議会の議長は、運営協議会規則第６条の規定により会長があたることになって
いますので、瓜生会長に議事を進めていただきたいと思います。瓜生会長よろしくお願い
いたします。

瓜生議長 　（挨　拶）

保険年金課長 　〔出席委員数を報告〕

保険年金課長 　（開　会）

区　　長 　（挨　拶）

保険年金課長 　〔新たに委嘱した委員を紹介〕

発　言　者 発　　　　言　　　　内　　　　容



委　員

瓜生議長 　（閉会の挨拶）

　この会議録は、記事の正確なることを認め、ここに署名する。

令和7年2月20日

議　長

委　員

　〔議長、区長着席〕

瓜生議長 　ここで区長より一言ご挨拶があります。

区　　長 　（挨　拶）

各　委　員 　異議なし。

瓜生議長 　ご賛同いただきましたので、区長に答申することといたします。〔区長入室〕

　〔答申手交〕

瓜生議長
　ただ今から会議を再開します。
　答申案が作成されましたので、保険年金課長が朗読いたします。

保険年金課長   [答申案朗読]

瓜生議長 　ただ今の答申案をもって、本会の答申とすることにご異議ございませんか。

瓜生議長 　他に質問はございますか。なければこれより５分間休憩といたします。

　〔５分間休憩〕

　〔答申案作成、議長確認、各委員に配布〕

瓜生議長 　報告内容について、ご質問はございませんか。

佐々木委員
[質問]

　データヘルス計画の受診行動適正化事業について。次年度以降の進め方として重複受診
と頻回受診に対する取組は終了するとしているが、その理由は。

保険年金課長
[質問回答]

　重複・頻回受診の対象者は医師の指導によるものや、一時的な対応である場合が多かっ
たため、次期計画から区としては服薬に特化して取り組むこととした。

発　言　者 発　　　　言　　　　内　　　　容

保険年金課長   [資料により報告事項について説明]


